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青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
で
は
８
月
22
日
（
火
）
に
、
青

森
県
警
察
本
部
交
通
部
長
室
に
お

い
て
青
森
県
交
通
安
全
母
の
会
連

合
会
に
寄
付
金
を
贈
っ
た
。

　
青
森
県
交
通
安
全
母
の
会
連
合

会
で
は
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に

様
々
な
活
動
を
行
う
一
方
、毎
年
、

県
内
の
交
通
遺
児
に
対
す
る
支
援

も
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
、
支
部

創
立
50
周
年
を
迎
え
た
青
森
交
通

安
全
協
会
問
屋
町
支
部
で
は
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
交
通
遺
児
へ

の
寄
付
を
企
画
。
同
連
合
会
の
行

う
交
通
遺
児
支
援
に
活
用
し
て
も

ら
う
た
め
に
寄
付
を
す
る
こ
と
と

し
た
。

　
当
日
は
小
田
桐
県
警
交
通
部
長

立
会
い
の
も
と
寄
付
金
贈
呈
式
を

実
施
。
青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋

町
支
部
の
工
藤
支
部
長
が
青
森
県

交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
の
大
坂

会
長
に
寄
付
金
を
手
渡
し
た
。
大

坂
会
長
は
「
寄
付
金
贈
呈
の
団
体

に
選
ん
で
い
た
だ
き
う
れ
し
く
思

っ
て
い
る
。
大
切
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
く
」と
御
礼
の
言
葉
を
述
べ
、

感
謝
状
を
贈
っ
た
。

　
青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
で
は
50
年
に
わ
た
り
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
、
団
地
内
の
事
故
防

止
対
策
を
検
討
し
て
関
係
機
関
に

要
望
す
る
な
ど
交
通
事
故
撲
滅
に

向
け
て
活
動
を
続
け
て
き
た
。
今

後
も
組
合
と
連
携
し
て
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
実
現
を
目
指
し

て
邁
進
す
る
。

エ
ダ
、
丸
大
堀
内
グ
ル
ー
プ
、
㈱

マ
ツ
ダ
ア
ン
フ
ィ
ニ
青
森
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
。
総
菜
工

場
で
の
寿
司
づ
く
り
と
試
食
体
験

や
空
港
で
の
保
安
業
務
体
験
等
、

そ
れ
ぞ
れ
自
社
の
特
徴
を
活
か
し

て
工
夫
を
凝
ら
し
た
就
業
体
験
が

行
わ
れ
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
中
は
若
手

社
員
と
昼
食
を
取
り
な
が
ら
話
を

す
る
場
面
も
あ
り
、
学
生
に
と
っ

て
は
普
段
聞
け
な
い
会
社
の
実
情

を
知
る
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
。

　
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
「
い
ろ

い
ろ
な
企
業
を
回
れ
た
の
で
、
自

分
に
合
っ
て
い
そ
う
な
分
野
が
分

か
っ
た
」「
一
度
に
３
社
も
企
業

訪
問
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の

良
さ
が
見
え
て
勉
強
に
な
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
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組
合
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業

の
一
環
と
し
て
、
問
屋
町
交
流
ス

ト
ア
に
て
９
月
４
日
よ
り
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
商
品
の
取
り
扱
い
を
開

始
し
た
。

　
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
と
は
、

発
展
途
上
国
で
生
産
さ
れ
た
製
品

や
原
料
を
、
適
正
な
価
格
と
対
等

な
関
係
で
継
続
的
に
貿
易
す
る
と

い
う
国
際
的
な
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
商
品
。

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
を
購
入
す

る
こ
と
は
貧
困
地
域
の
労
働
者
の

生
活
向
上
や
経
済
的
な
自
立
を
支

援
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、「
貧

困
を
な
く
そ
う
」「
飢
餓
を
ゼ
ロ

に
」
等
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
達

成
に
寄
与
す
る
。

　
同
ス
ト
ア
で
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
や
コ
コ
ア
、
豆
菓
子
、
レ
ト
ル

ト
カ
レ
ー
、
お
茶
な
ど
の
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
商
品
を
取
り
揃
え
て
い

る
。
他
で
は
な
か
な
か
手
に
入
ら

な
い
珍
し
い
商
品
ば
か
り
な
の

で
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

　
青
森
県
内
５
卸
団
地
で
組
織
さ

れ
る
青
森
県
流
通
団
地
連
絡
協
議

会
で
は
、
８
月
29
日
（
火
）
に
ホ

テ
ル
青
森
で
第
２
回
団
地
組
合
職

員
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
同
研
修
会
に
は
県
内
各
地
の
卸

団
地
職
員
に
加
え
、
組
合
指
導
機

関
で
あ
る
青
森
県
商
工
労
働
部
、

青
森
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
か

ら
計
17
名
が
出
席
し
た
。

　
研
修
会
の
講
師
は
県
商
工
労
働

部
地
域
産
業
課
の
中
館
副
参
事
が

務
め
、Ｇ
Ｘ
推
進
に
よ
る
企
業
価

値
・
企
業
競
争
力
向
上
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　
Ｇ
Ｘ
と
は
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
略
。
化
石

燃
料
中
心
か
ら
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
中
心
に
移
行
し
、
経
済
社
会

シ
ス
テ
ム
全
体
の
変
革
を
目
指
し

て
お
り
、
実
現
に
向
け
国
全
体
で

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
県
で
も
独
自
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
①
Ｇ
Ｘ
推
進
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
②
Ｇ
Ｘ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派

遣
や
設
備
導
入
の
た
め
の
補
助
金

③
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
関
連
産
業

参
入
支
援
等
を
設
け
、
県
内
中
小

企
業
の
Ｇ
Ｘ
推
進
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
。

　
研
修
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
情

報
交
換
を
行
う
な
ど
親
睦
を
深
め

た
。

員
企
業
は
２
日
目
か
ら
４
日
目
の

間
で
１
日
だ
け
学
生
を
受
け
入
れ

て
就
業
体
験
を
実
施
。
組
合
事
務

局
が
１
日
目
と
５
日
目
を
担
当

し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
向
か

う
心
構
え
や
目
標
設
定
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
を
学
ぶ「
事
前
研
修
会
」

と
成
果
の
振
り
返
り
を
す
る
「
事

後
研
修
会
」
を
行
う
ト
ー
タ
ル
５

日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
学
生
は
多

く
の
企
業
を
一
度
に
体
験
で
き
、

企
業
側
は
受
入
負
担
が
軽
減
さ

れ
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
た
の
は
青
森
中
央
学
院
大

学
の
２
、
３
年
生
の
学
生
４
名
。

学
生
は
毎
日
二
手
に
分
か
れ
て
、

青
森
綜
合
警
備
保
障
㈱
、
生
活
協

同
組
合
コ
ー
プ
あ
お
も
り
、
㈱
マ

問
題
と
な
っ
て
お
り
、
組
合
で
は

学
生
に
地
元
企
業
を
よ
り
知
っ
て

も
ら
う
場
を
創
出
す
る
た
め
同
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
企
画
。
今
年

で
２
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
同
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、

様
々
な
業
種
が
集
積
す
る
問
屋
町

の
特
性
を
活
か
し
た
多
業
種
連
携

型
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
。
組
合

　
組
合
で
は
、
８
月
21
日
（
月
）

か
ら
25
日（
金
）ま
で
の
５
日
間
、

組
合
員
企
業
５
社
と
連
携
し
て

「
問
屋
町
版
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

を
開
催
し
た
。

　
近
年
、
多
く
の
組
合
員
企
業
で

人
材
確
保
難
が
続
き
、
そ
の
対
策

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。一
方
で
、

若
者
の
県
外
流
出
も
大
き
な
社
会

組合員企業で様々な就業体験

　
２
年
目
と
な
る
問
屋
町
版

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し

ま
し
た
。
当
事
業
は
多
業

種
連
携
型
と
い
う
ち
ょっ
と

変
わ
っ
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
す
。
組
合
が
大
学
、
大

学
生
、
組
合
員
を
つ
な
げ
る
ハ
ブ
に

な
る
こ
と
で
新
し
い
価
値
を
創
出

す
る
、
ま
さ
に
三
方
よ
し
の
取
り

組
み
。
来
年
度
も
内
容
を
拡
充
し

て
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
▼
さ

て
、
今
年
の
夏
は
本
当
に
暑
か
っ
た

で
す
ね
。
毎
日
毎
日
、
日
中
は
外

出
で
き
な
い
ほ
ど
暑
く
、
夜
も
エ
ア

コ
ン
な
し
で
は
寝
ら
れ
な
い
く
ら
い

暑
い
日
が
続
き
、
北
国
で
は
な
い
み

た
い
で
し
た
。
唯
一良
か
っ
た
の
は
ラ

ン
ニ
ン
グ
す
る
と
異
常
な
ほ
ど
汗
が

出
る
の
で
、
いつ
も
よ
り
体
重
が
落

ち
た
こ
と
で
し
ょ
う
か（
笑
）▼
暑
さ

を
数
字
で
見
て
み
る
と
、
全
国
的

に
は
６
〜
８
月
の
夏
の
平
均
気
温
が

平
年
値
を
１
・
76
度
も
上
回
って
い

て
、
統
計
開
始
か
ら
１
２
５
年
で

最
高
値
。
青
森
県
で
は
弘
前
市
で

県
内
観
測
史
上
最
高
気
温
の
39
・

３
度
を
記
録
。
青
森
市
で
は
、
８

月
の
１
ヵ
月
間
で
真
夏
日
（
最
高

気
温
30
度
以
上
）
が
19
日
、
猛
暑

日
（
35
度
以
上
）
が
７
日
！
今
ま

で
だ
と
30
度
を
超
え
る
日
も
稀
で
、

ね
ぶ
た
祭
が
終
わ
っ
た
ら
秋
風
が
吹

い
て
い
た
は
ず
な
の
に
▼
異
常
な
暑

さ
は
農
作
物
に
も
影
響
し
て
い
て
、

９
月
収
穫
の
り
ん
ご
が
日
焼
け
で

生
食
用
に
販
売
で
き
な
く
な
って
い

た
り
、
秋
冬
に
向
け
て
植
え
た
野

菜
の
苗
が
高
温
で
枯
死
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
海
水
温
度
が
高
い
こ
と

に
よ
る
ホ
タ
テ
の
生
育
状
況
への
影

響
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
。
農
業
や

漁
業
に
こ
れ
以
上
、
被
害
が
拡
大

し
な
い
こ
と
を
祈
る
と
と
も
に
、
来

年
の
夏
は
普
通
の
暑
さ
に
戻
って
ほ

し
い
と
切
に
願
い
ま
す
。（
小
田
切
）

フェアトレード商品

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品

取
り
扱
い
ス
タ
ー
ト

青森県交通安全母の会連合会へ寄付

事後研修会で学生が振り返り発表

交
通
遺
児
へ
寄
付
金
贈
呈

青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支
部
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問
屋
町
版
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

５
日
間
に
渡
り
大
学
生
が
就
業
体
験

　
今
回
の
団
地
企
業
訪
問
は
、

グ
ッ
ド
フ
ー
ズ
㈲
の
遠
藤
社
長

に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
同
社
は
大
学
の
学
生
食
堂
や

企
業
の
社
員
食
堂
な
ど
を
請
負

す
る
会
社
と
し
て
、
平
成
17
年

に
設
立
。
現
在
は
青
森
市
内
の

幼
稚
園
や
老
健
施
設
の
給
食
、

県
立
高
校
の
学
生
食
堂
な
ど
を

幅
広
く
請
け
負
っ
て
い
る
。

　「
当
社
は
、
昨
年
９
月
に
第
二

問
屋
町
で
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ

ン
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
主
に
市
内
幼
稚
園
の

給
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。
今
年

中
に
は
同
じ
施
設
で
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
専
門
の
お
店
を
オ
ー
プ
ン

す
る
予
定
で
す
。
現
在
使
用
し

て
い
る
厨
房
の
他
に
も
う
一
つ

厨
房
を
作
り
、
焼
き
そ
ば
な
ど
を

販
売
す
る
鉄
板
焼
き
屋
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
厨
房
を
二
つ
作
る
こ

と
で
、
コ
ン
ロ
が
動
か
な
く
な
っ

た
時
な
ど
不
測
の
事
態
に
も
対
処

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
私
の

一
番
の
仕
事
は
従
業
員
を
守
る
こ

と
で
す
。
今
後

ど
う
す
れ
ば
人

の
た
め
に
な
る

ん
だ
ろ
う
、
お

も
し
ろ
い
こ
と

が
起
こ
る
ん
だ

ろ
う
と
常
に
考

え
な
が
ら
仕
事

を
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
「
飲
食

に
関
し
て
何
で
も
で
き
る
こ
と
で

す
。
現
在
ラ
ー
メ
ン
屋
も
経
営
し

て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を

積
み
、
試
行
錯
誤
し
て
き
た
結
果
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
応
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
違
っ
た
飲

食
業
を
始
め
た
と
し
て
も
通
用
す

る
自
信
が
あ
り
ま
す
」
と
力
強
く

話
す
。

　
問
屋
町
に
つ
い
て
聞
く
と
「
問

屋
町
を
作
っ
た
目
的
に
つ
い
て
ず

っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
説
明
を
聞

い
て
、
問
屋
町

で
行
っ
て
い
る

事
業
の
全
て
を

形
に
し
て
い
く

ん
だ
と
い
う
強

い
思
い
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し

た
。
私
も
ま
だ
ま
だ
頑
張
ろ
う
と

思
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
話
が
及
ぶ
と

「
バ
イ
ク
が
好
き
で
昔
か
ら
よ
く
乗

っ
て
い
ま
す
。
乗
り
心
地
は
乗
っ

て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
の
で
、

カ
ワ
サ
キ
の
モ
ト
ク
ロ
ス
バ
イ
ク

や
ハ
ー
レ
ー
、
イ
ギ
リ
ス
の
ト

ラ
イ
ア
ン
フ
と
い
う
バ
イ
ク
も

乗
っ
て
き
ま
し
た
。
自
分
の
好

き
な
仕
様
に
し
て
、
白
神
山
地

に
あ
る
42
キ
ロ
の
オ
フ
ロ
ー
ド

コ
ー
ス
を
走
る
時
は
最
高
に
気

持
ち
い
い
で
す
ね
」
と
笑
う
。

　
座
右
の
銘
は
「
百
聞
は
一
見

に
如
か
ず
、
百
見
は
一
行
に
如

か
ず
で
す
。
百
聞
く
よ
り
も
一

度
実
際
に
自
分
で
見
る
ほ
う
が

確
か
で
、
百
見
る
よ
り
も
一
つ

行
動
を
起
こ
し
た
ほ
う
が
答
え

は
出
る
と
い
う
意
味
で
す
。
考

え
す
ぎ
る
と
何
も
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
ま
で
失

敗
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
失
敗

を
恐
れ
ず
行
動
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

（
57
歳
）

グッドフーズ㈲
代表取締役

遠藤　一史 氏

団
地
企
業
訪
問





















































































問
屋
町
交
流
ス
ト
ア

青
森
県
の
Ｇ
Ｘ
推
進
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ぶ

青
森
県
流
通
団
地
連
絡
協
議
会
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８
月

２
日
▽
第
３
回
集
団
健
康
診
断

３
日
▽
第
５
回
問
屋
町
合
同
清
掃

　
　
▽
組
合
員
昼
食
会

16
日
▽
金
融
審
査
会

21
日
▽
問
屋
町
版
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
（
〜
25
日
）

22
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
交
通
遺

児
寄
付
金
贈
呈
式

29
日
▽
青
森
県
流
通
団
地
連
絡
協

議
会
第
２
回
団
地
組
合
職
員

研
修
会

街
路
樹
下
枝
刈
払
い
な
ど
実
施

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊

郵
便
物
特
殊
料
金

改
定
の
お
知
ら
せ

集
団
健
康
診
断

　
日
本
郵
便
㈱
で
は
、
10
月
１
日

よ
り
郵
便
物
特
殊
取
扱
料
の
改
定

を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
改
定
内

容
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
表
の
と

お
り
。

　
簡
易
書
留
料
の
改
定
に
伴
い
３

５
０
円
普
通
切
手
が
新
た
に
発
行

さ
れ
、
旧
料
金
に
対
応
す
る
３
２

０
円
普
通
切
手
に
つ
い
て
は
郵
便

局
（
簡
易
郵
便
局
を
除
く
）
に
お

い
て
、
10
月
31
日
ま
で
交
換
手
数

料
無
料
で
他
の
郵
便
切
手
類
と
交

換
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
般
書
留
及
び
現
金
書

留
で
は
、
損
害
要
償
額
が
一
定
額

蛍
光
灯
共
同
回
収
事
業

　
　
　
　

  

一
部
有
料
化

　
２
０
２
３
年
８
月
回
収
分
よ
り

蛍
光
灯
回
収
処
分
費
用
の
一
部
を

有
料
化
し
た
。

　
組
合
が
実
施
す
る
蛍
光
灯
共
同

回
収
事
業
は
こ
れ
ま
で
、
処
分
費

用
の
全
額
を
組
合
負
担
で
実
施
。

し
か
し
、
利
用
組
合
員
が
限
定
さ

れ
て
き
て
い
た
た
め
受
益
者
負
担

の
観
点
か
ら
一
部
有
料
と
し
た
。

　
回
収
す
る
蛍
光
灯
の
本
数
の
う

ち
30
本
ま
で
は
従
来
通
り
組
合
負

担
、
30
本
を
超
過
し
た
分
に
つ
い

て
は
１
本
あ
た
り
１
０
０
円
を
利

用
組
合
員
が
負
担
す
る
。

　
次
回
の
回
収
は
、
12
月
21
日

（
木
）
と
な
っ
て
い
る
。

①
最
低
賃
金

　
時
間
額 

８
９
８
円

　（
改
正
前 

８
５
３
円
・
45
円

　
　
引
き
上
げ
）

②
改
定
時
期

　
２
０
２
３
年
10
月
７
日
か
ら

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
集
団
予
防
接
種
】

日
　
時
　
10
月
23
日
（
月
）

　
　
　
　
10
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　
10
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
13
時
〜
16
時

　
　
　
　
11
月
１
日
（
水
）
の
み

　
　
　
　
10
時
〜
正
午
・

　
　
　
　
13
時
〜
16
時

会
　
場
　
問
屋
町
会
館

　
　
　
　
２
階
大
会
議
室

実
施
機
関
　
医
療
法
人 

　
　
　
　
成
田
あ
つ
し
ク
リ
ニ
ッ
ク

料
　
金
　
１
人 

３
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
税
込
）

　
７
月
26
日
（
水
）
に
問
屋
町
会

館
１
階
会
議
室
に
お
い
て
今
年
度

１
回
目
と
な
る
税
務
研
修
会
が
開

催
さ
れ
た
。
青
森
法
人
会
と
共
催

で
開
催
さ
れ
た
研
修
会
で
は
青
森

税
務
署
の
田
代
審
理
専
門
官
が
講

　
今
年
度
２
回
目
と
な
る
問
屋
町

緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
の
活
動
が

９
月
３
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
。

　
今
回
は
26
名
の
隊
員
及
び
そ
の

家
族
が
参
加
し
、
問
屋
町
幹
線
道

路
及
び
北
側
枝
線
道
路
の
街
路
樹

の
下
枝
刈
払
い
と
街
路
桝
の
除
草

作
業
を
実
施
し
た
。

　
当
日
は
暑
さ
が
残
る
中
、
適
宜

日
陰
に
入
っ
て
休
憩
を
取
り
な
が

ら
作
業
を
進
め
、
ご
み
袋
約
60
袋

分
の
下
枝
等
が
刈
払
わ
れ
た
。

　
同
隊
で
は
こ
の
後
、
９
月
下
旬

と
10
月
中
旬
の
計
２
回
活
動
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

師
を
務
め
、
組
合
員
従
業
員
ら
11

名
が
参
加
し
た
。

　
今
回
は
「
減
価
償
却
制
度
の
概

要
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
平

成
19
年
度
・
平
成
23
年
度
の
税
制

改
正
で
変
更
に
な
っ
た
点
を
中
心

に
減
価
償
却
の
定
額
法
と
定
率
法

の
計
算
方
法
を
学
ん
だ
。

問屋町緑のボランティア隊

種　　類
一般書留料および現金書留料
簡易書留料
引受時刻証明料
配達証明料（差出時）
配達証明料（差出後）
内容証明料（謄本が１枚のとき）
内容証明料（謄本が２枚以上のときの追加料金）
内容証明謄本閲覧料
特別送達料
代金引換料

改定前
435円
320円
320円
320円
440円
440円
260円
440円
570円
265円

改定後
480円
350円
350円
350円
480円
480円
290円
480円
630円
290円

第１回税務研修会 集団健康診断

組合員昼食会

お
★
ス
タ
ピ
ッ
チ
交
流
会
」
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
市
内

の
学
生
の
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
行
う
な
ど
、
青
森
市
の
新
ビ
ジ

ネ
ス
の
成
長
を
支
援
し
て
い
る
。

　
次
に
、
浅
虫
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
副
会
長
で
浅
虫
ま
ち
お
こ
し
応

援
団
が
っ
ち
ゃ
ん
こ
の
井
上
代
表

が
、
青
森
市
の
温
泉
街
で
あ
る
浅

虫
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

説
明
し
た
。
同
団
体
は
、
浅
虫
の

衰
退
を
食
い
止
め
よ
う
と
地
元
の

同
級
生
３
人
が
集
ま
り
結
成
。
観

光
客
と
地
元
住
民
が
共
に
楽
し
め

る
浅
虫
を
目
指
し
、
あ
さ
む
し
カ

ベ
シ
ン
ブ
ン
や
あ
さ
む
し
マ
ル
シ

ェ
な
ど
の
活
動
を
続
け
て
き
た
。

最
近
は
、
若
い
世
代
の
浅
虫
へ
の

訪
問
が
増
え
た
り
新
た
に
飲
食
店

が
オ
ー
プ
ン
し
た
り
と
同
地
区
に

賑
わ
い
が
戻
り
つ
つ
あ
る
と
の
こ

と
。

　
つ
づ
い
て
、
組
合
員
㈱
伸
和
産

業
の
太
田
取
締
役
が
、
同
社
の
事

業
で
あ
る
古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て
紹
介
し
た
。
同
社
が
回
収

し
た
古
紙
が
再
生
さ
れ
る
ま
で
の

工
程
が
説
明
さ
れ
、
蝋
引
き
ダ
ン

ボ
ー
ル
、
食
品
汚
れ
・
油
・
臭
い

が
つ
い
た
紙
、
感
熱
発
泡
紙
、
昇

華
転
写
紙
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
な
い
紙
（
禁
忌
品
）
を
挙
げ
、

古
紙
の
回
収
時
は
混
入
さ
せ
な
い

よ
う
注
意
を
促
し
た
。

　
最
後
に
事
務
局
か
ら
問
屋
町
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
募
集
な

ど
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　
集
団
健
康
診
断
が
７
月
12
日

（
水
）、
８
月
２
日
（
水
）、
９
月
11

日
（
月
）
の
計
３
日
間
、
問
屋
町

会
館
２
階
大
会
議
室
で
開
催
さ

れ
、
組
合
員
及
び
近
隣
企
業
の
従

業
員
ら
１
２
８
名
が
受
診
し
た
。

　
問
屋
町
会
館
で
実
施
さ
れ
る
健

康
診
断
で
は
一
般
健
康
診
断
の
ほ

か
、
胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
検
査
な

ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
検
診
も
受

診
可
能
。
今
年
度
最
終
と
な
る
次

回
の
日
程
は
10
月
10
日
（
火
）
か

ら
13
日
（
金
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
組
合
員
昼
食
会
が
８
月
３
日

（
木
）
に
問
屋
町
会
館
２
階
大
会

議
室
で
開
催
さ
れ
、
組
合
員
従
業

員
ら
48
名
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
青
森
市
経
済
部
新

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課
の
石
戸
主
査
が

青
森
商
工
会
議
所
会
館
１
階
に
あ

る
「
Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ  

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｕ
Ｐ  

Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
」
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。
同
施
設
は
起
業
や
経

営
相
談
な
ど
の
窓
口
で
あ
る
ほ

か
、
先
輩
起
業
家
が
講
師
を
務
め

る「
あ
お
★
ス
タ
セ
ミ
ナ
ー
」や
、

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
生
ま
れ
た
起

業
家
が
自
社
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
シ
ョ
ー
ト
プ
レ
ゼ
ン
す
る
「
あ

を
超
え
る
場
合
の
追
加
料
金
も
改

定
と
な
る
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
日
本
郵
便
㈱

公
式
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

…
問
屋
町ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

22
日
▼
会
計
・
経
理
の
基
礎
講
座

（
実
践
編
）①

24
日
▼
会
計
・
経
理
の
基
礎
講
座

（
実
践
編
）②

29
日
▼
会
計
・
経
理
の
基
礎
講
座

（
実
践
編
）③

第
１
回
税
務
研
修
会

青
森
県
の
最
低
賃
金
改
定

　
前
号
に
引
き
続
き
、
青
森
県
事

業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

の
野
澤
統
括
責
任
者
に
よ
る
経
済

雑
感
を
お
送
り
す
る
。

　
池
井
戸
潤
の
小
説
『
空
飛
ぶ
タ

イ
ヤ
』
に
「
常
に
最
悪
の
事
態
を

考
え
る
の
が
経
営
者
だ
と
思
う
。

そ
う
す
る
こ
と
で
最
悪
の
事
態
に

備
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う

一
節
が
あ
り
ま
す
。
売
上
、
取
引

先
、
社
員
の
こ
と
を
常
に
経
営
者

の
方
は
お
考
え
と
思
い
ま
す
が
、

会
社
の
承
継
も
そ
の
一
つ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
会
社
を
親
族
に

託
す
の
か
、
そ
れ
と
も
社
員
や
外

部
の
人
間
に
託
す
の
か
、
そ
の
思

い
は
経
営
者
の
立
場
で
な
け
れ
ば

伺
い
知
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

　
２
０
１
９
年
版
中
小
企
業
白
書
に

よ
る
と
、
親
族
に
承
継
さ
せ
た
企
業

が
55
％
、
役
員･

社
外
へ
36
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
親
族
へ
の
承
継
を
考

え
る
経
営
者
か
ら｢

い
つ
譲
っ
た
ら

よ
い
か｣

と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
私
は

｢

社
長
は
何
歳
で

会
社
を
引
継
ぎ
、

或
い
は
創
業
さ

れ
ま
し
た
か｣

と

答
え
る
こ
と
が

多
い
で
す
。
今

の
経
営
者
は
、

若
い
時
期
に
会
社
を
譲
ら
れ
た
り
、

創
業
し
た
り
し
て
い
る
方
が
多
い
の

で
す
。
社
業
に
従
事
す
る
親
族
後
継

者
へ
の
承
継
支
援
を
し
た
際
、
そ
の

後
継
者
が
「
実
は
も
っ
と
早
く
会
社

を
引
継
ぎ
た
か
っ
た
」
と
前
社
長
の

前
で
話
し
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま

す
。
後
継
者
は
後
を
継
ぐ
覚
悟
を
持

っ
て
会
社
に
入
っ
て
い
ま
す
。
会
社

を
引
継
ぐ
時
期
を
両
者
で
話
し
合

い
、
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
先
日
、
30
代
前
半
で
会
社
を
承
継

し
た
経
営
者
と
お
話
し
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。

現
在
40
代
の
そ

の
経
営
者
は「
承

継
後
に
県
外
へ

進
出
し
、
従
業

者
数
も
増
加
さ

せ
る
な
ど
、
が

む
し
ゃ
ら
に
や

れ
る
の
は
30
代
の
時
期
」
と
振
り
返

っ
て
い
ま
し
た
。「
事
業
承
継
後
の

売
上
高
成
長
率
は
３
年
目
か
ら
同
業

種
の
平
均
を
上
回
る
」
と
い
う
中
小

企
業
白
書
の
調
査
結
果
が
あ
り
ま

す
。
事
業
承
継
は
成
長
の
機
会
で
あ

り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
雇
用
増
加
に

も
つ
な
が
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
私
共
「
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
は

後
継
者
不
在
の
相
談
も
多
い
こ

と
か
ら
、
県
内
経
営
者
の
皆
様

に｢

買
い
手｣

と
し
て
の
登
録
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
県
内
に

は
優
れ
た
技
術
や
営
業
力
を
持

ち
、
磨
け
ば
光
る
事
業
所
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

「
買
い
手
」
と
し
て
承
継
し
て
い

た
だ
き
、「
経
営
」
と
い
う
処
方

を
し
な
が
ら
、
次
世
代
に
向
け

た
成
長
の
機
会
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
雇
用
の

増
加
、
さ
ら
に
は
青
森
県
の
発

展
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
二
稿
に
亘
り
、｢

事
業
承
継｣

に

つ
い
て
の
考
え
を
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
完
）

第
一
四
一
回

経
済
雑
感

青
森
県
事
業
承
継・引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

統
括
責
任
者

　野
澤

　昇

株式会社
ヤブシタエンジニアリング

未来に繋ぐ　人をつくり、　設備をつくる
空気調和・換気・給排水・衛生・消火等

〒030-0113 青森県青森市第二問屋町3丁目3-18
tel / 017-763-5345　fax / 017-763-5346

URL / https://www.yabushita-e.co.jp

青森県事業承継・引継ぎ支援センター
統括責任者
野澤　昇 氏

組
合
員
昼
食
会
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８
月

２
日
▽
第
３
回
集
団
健
康
診
断

３
日
▽
第
５
回
問
屋
町
合
同
清
掃

　
　
▽
組
合
員
昼
食
会

16
日
▽
金
融
審
査
会

21
日
▽
問
屋
町
版
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
（
〜
25
日
）

22
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
交
通
遺

児
寄
付
金
贈
呈
式

29
日
▽
青
森
県
流
通
団
地
連
絡
協

議
会
第
２
回
団
地
組
合
職
員

研
修
会

街
路
樹
下
枝
刈
払
い
な
ど
実
施

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊

郵
便
物
特
殊
料
金

改
定
の
お
知
ら
せ

集
団
健
康
診
断

　
日
本
郵
便
㈱
で
は
、
10
月
１
日

よ
り
郵
便
物
特
殊
取
扱
料
の
改
定

を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
改
定
内

容
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
表
の
と

お
り
。

　
簡
易
書
留
料
の
改
定
に
伴
い
３

５
０
円
普
通
切
手
が
新
た
に
発
行

さ
れ
、
旧
料
金
に
対
応
す
る
３
２

０
円
普
通
切
手
に
つ
い
て
は
郵
便

局
（
簡
易
郵
便
局
を
除
く
）
に
お

い
て
、
10
月
31
日
ま
で
交
換
手
数

料
無
料
で
他
の
郵
便
切
手
類
と
交

換
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
般
書
留
及
び
現
金
書

留
で
は
、
損
害
要
償
額
が
一
定
額

蛍
光
灯
共
同
回
収
事
業

　
　
　
　

  

一
部
有
料
化

　
２
０
２
３
年
８
月
回
収
分
よ
り

蛍
光
灯
回
収
処
分
費
用
の
一
部
を

有
料
化
し
た
。

　
組
合
が
実
施
す
る
蛍
光
灯
共
同

回
収
事
業
は
こ
れ
ま
で
、
処
分
費

用
の
全
額
を
組
合
負
担
で
実
施
。

し
か
し
、
利
用
組
合
員
が
限
定
さ

れ
て
き
て
い
た
た
め
受
益
者
負
担

の
観
点
か
ら
一
部
有
料
と
し
た
。

　
回
収
す
る
蛍
光
灯
の
本
数
の
う

ち
30
本
ま
で
は
従
来
通
り
組
合
負

担
、
30
本
を
超
過
し
た
分
に
つ
い

て
は
１
本
あ
た
り
１
０
０
円
を
利

用
組
合
員
が
負
担
す
る
。

　
次
回
の
回
収
は
、
12
月
21
日

（
木
）
と
な
っ
て
い
る
。

①
最
低
賃
金

　
時
間
額 

８
９
８
円

　（
改
正
前 

８
５
３
円
・
45
円

　
　
引
き
上
げ
）

②
改
定
時
期

　
２
０
２
３
年
10
月
７
日
か
ら

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
集
団
予
防
接
種
】

日
　
時
　
10
月
23
日
（
月
）

　
　
　
　
10
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　
10
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
13
時
〜
16
時

　
　
　
　
11
月
１
日
（
水
）
の
み

　
　
　
　
10
時
〜
正
午
・

　
　
　
　
13
時
〜
16
時

会
　
場
　
問
屋
町
会
館

　
　
　
　
２
階
大
会
議
室

実
施
機
関
　
医
療
法
人 

　
　
　
　
成
田
あ
つ
し
ク
リ
ニ
ッ
ク

料
　
金
　
１
人 

３
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
税
込
）

　
７
月
26
日
（
水
）
に
問
屋
町
会

館
１
階
会
議
室
に
お
い
て
今
年
度

１
回
目
と
な
る
税
務
研
修
会
が
開

催
さ
れ
た
。
青
森
法
人
会
と
共
催

で
開
催
さ
れ
た
研
修
会
で
は
青
森

税
務
署
の
田
代
審
理
専
門
官
が
講

　
今
年
度
２
回
目
と
な
る
問
屋
町

緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
の
活
動
が

９
月
３
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
。

　
今
回
は
26
名
の
隊
員
及
び
そ
の

家
族
が
参
加
し
、
問
屋
町
幹
線
道

路
及
び
北
側
枝
線
道
路
の
街
路
樹

の
下
枝
刈
払
い
と
街
路
桝
の
除
草

作
業
を
実
施
し
た
。

　
当
日
は
暑
さ
が
残
る
中
、
適
宜

日
陰
に
入
っ
て
休
憩
を
取
り
な
が

ら
作
業
を
進
め
、
ご
み
袋
約
60
袋

分
の
下
枝
等
が
刈
払
わ
れ
た
。

　
同
隊
で
は
こ
の
後
、
９
月
下
旬

と
10
月
中
旬
の
計
２
回
活
動
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

師
を
務
め
、
組
合
員
従
業
員
ら
11

名
が
参
加
し
た
。

　
今
回
は
「
減
価
償
却
制
度
の
概

要
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
平

成
19
年
度
・
平
成
23
年
度
の
税
制

改
正
で
変
更
に
な
っ
た
点
を
中
心

に
減
価
償
却
の
定
額
法
と
定
率
法

の
計
算
方
法
を
学
ん
だ
。

問屋町緑のボランティア隊

種　　類
一般書留料および現金書留料
簡易書留料
引受時刻証明料
配達証明料（差出時）
配達証明料（差出後）
内容証明料（謄本が１枚のとき）
内容証明料（謄本が２枚以上のときの追加料金）
内容証明謄本閲覧料
特別送達料
代金引換料

改定前
435円
320円
320円
320円
440円
440円
260円
440円
570円
265円

改定後
480円
350円
350円
350円
480円
480円
290円
480円
630円
290円

第１回税務研修会 集団健康診断

組合員昼食会

お
★
ス
タ
ピ
ッ
チ
交
流
会
」
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
市
内

の
学
生
の
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
行
う
な
ど
、
青
森
市
の
新
ビ
ジ

ネ
ス
の
成
長
を
支
援
し
て
い
る
。

　
次
に
、
浅
虫
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
副
会
長
で
浅
虫
ま
ち
お
こ
し
応

援
団
が
っ
ち
ゃ
ん
こ
の
井
上
代
表

が
、
青
森
市
の
温
泉
街
で
あ
る
浅

虫
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

説
明
し
た
。
同
団
体
は
、
浅
虫
の

衰
退
を
食
い
止
め
よ
う
と
地
元
の

同
級
生
３
人
が
集
ま
り
結
成
。
観

光
客
と
地
元
住
民
が
共
に
楽
し
め

る
浅
虫
を
目
指
し
、
あ
さ
む
し
カ

ベ
シ
ン
ブ
ン
や
あ
さ
む
し
マ
ル
シ

ェ
な
ど
の
活
動
を
続
け
て
き
た
。

最
近
は
、
若
い
世
代
の
浅
虫
へ
の

訪
問
が
増
え
た
り
新
た
に
飲
食
店

が
オ
ー
プ
ン
し
た
り
と
同
地
区
に

賑
わ
い
が
戻
り
つ
つ
あ
る
と
の
こ

と
。

　
つ
づ
い
て
、
組
合
員
㈱
伸
和
産

業
の
太
田
取
締
役
が
、
同
社
の
事

業
で
あ
る
古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て
紹
介
し
た
。
同
社
が
回
収

し
た
古
紙
が
再
生
さ
れ
る
ま
で
の

工
程
が
説
明
さ
れ
、
蝋
引
き
ダ
ン

ボ
ー
ル
、
食
品
汚
れ
・
油
・
臭
い

が
つ
い
た
紙
、
感
熱
発
泡
紙
、
昇

華
転
写
紙
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
な
い
紙
（
禁
忌
品
）
を
挙
げ
、

古
紙
の
回
収
時
は
混
入
さ
せ
な
い

よ
う
注
意
を
促
し
た
。

　
最
後
に
事
務
局
か
ら
問
屋
町
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
募
集
な

ど
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　
集
団
健
康
診
断
が
７
月
12
日

（
水
）、
８
月
２
日
（
水
）、
９
月
11

日
（
月
）
の
計
３
日
間
、
問
屋
町

会
館
２
階
大
会
議
室
で
開
催
さ

れ
、
組
合
員
及
び
近
隣
企
業
の
従

業
員
ら
１
２
８
名
が
受
診
し
た
。

　
問
屋
町
会
館
で
実
施
さ
れ
る
健

康
診
断
で
は
一
般
健
康
診
断
の
ほ

か
、
胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
検
査
な

ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
検
診
も
受

診
可
能
。
今
年
度
最
終
と
な
る
次

回
の
日
程
は
10
月
10
日
（
火
）
か

ら
13
日
（
金
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
組
合
員
昼
食
会
が
８
月
３
日

（
木
）
に
問
屋
町
会
館
２
階
大
会

議
室
で
開
催
さ
れ
、
組
合
員
従
業

員
ら
48
名
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
青
森
市
経
済
部
新

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課
の
石
戸
主
査
が

青
森
商
工
会
議
所
会
館
１
階
に
あ

る
「
Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ  

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｕ
Ｐ  

Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
」
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。
同
施
設
は
起
業
や
経

営
相
談
な
ど
の
窓
口
で
あ
る
ほ

か
、
先
輩
起
業
家
が
講
師
を
務
め

る「
あ
お
★
ス
タ
セ
ミ
ナ
ー
」や
、

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
生
ま
れ
た
起

業
家
が
自
社
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
シ
ョ
ー
ト
プ
レ
ゼ
ン
す
る
「
あ

を
超
え
る
場
合
の
追
加
料
金
も
改

定
と
な
る
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
日
本
郵
便
㈱

公
式
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

…
問
屋
町ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

22
日
▼
会
計
・
経
理
の
基
礎
講
座

（
実
践
編
）①

24
日
▼
会
計
・
経
理
の
基
礎
講
座

（
実
践
編
）②

29
日
▼
会
計
・
経
理
の
基
礎
講
座

（
実
践
編
）③

第
１
回
税
務
研
修
会

青
森
県
の
最
低
賃
金
改
定

　
前
号
に
引
き
続
き
、
青
森
県
事

業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

の
野
澤
統
括
責
任
者
に
よ
る
経
済

雑
感
を
お
送
り
す
る
。

　
池
井
戸
潤
の
小
説
『
空
飛
ぶ
タ

イ
ヤ
』
に
「
常
に
最
悪
の
事
態
を

考
え
る
の
が
経
営
者
だ
と
思
う
。

そ
う
す
る
こ
と
で
最
悪
の
事
態
に

備
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う

一
節
が
あ
り
ま
す
。
売
上
、
取
引

先
、
社
員
の
こ
と
を
常
に
経
営
者

の
方
は
お
考
え
と
思
い
ま
す
が
、

会
社
の
承
継
も
そ
の
一
つ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
会
社
を
親
族
に

託
す
の
か
、
そ
れ
と
も
社
員
や
外

部
の
人
間
に
託
す
の
か
、
そ
の
思

い
は
経
営
者
の
立
場
で
な
け
れ
ば

伺
い
知
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

　
２
０
１
９
年
版
中
小
企
業
白
書
に

よ
る
と
、
親
族
に
承
継
さ
せ
た
企
業

が
55
％
、
役
員･

社
外
へ
36
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
親
族
へ
の
承
継
を
考

え
る
経
営
者
か
ら｢

い
つ
譲
っ
た
ら

よ
い
か｣

と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
私
は

｢

社
長
は
何
歳
で

会
社
を
引
継
ぎ
、

或
い
は
創
業
さ

れ
ま
し
た
か｣

と

答
え
る
こ
と
が

多
い
で
す
。
今

の
経
営
者
は
、

若
い
時
期
に
会
社
を
譲
ら
れ
た
り
、

創
業
し
た
り
し
て
い
る
方
が
多
い
の

で
す
。
社
業
に
従
事
す
る
親
族
後
継

者
へ
の
承
継
支
援
を
し
た
際
、
そ
の

後
継
者
が
「
実
は
も
っ
と
早
く
会
社

を
引
継
ぎ
た
か
っ
た
」
と
前
社
長
の

前
で
話
し
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま

す
。
後
継
者
は
後
を
継
ぐ
覚
悟
を
持

っ
て
会
社
に
入
っ
て
い
ま
す
。
会
社

を
引
継
ぐ
時
期
を
両
者
で
話
し
合

い
、
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
先
日
、
30
代
前
半
で
会
社
を
承
継

し
た
経
営
者
と
お
話
し
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。

現
在
40
代
の
そ

の
経
営
者
は「
承

継
後
に
県
外
へ

進
出
し
、
従
業

者
数
も
増
加
さ

せ
る
な
ど
、
が

む
し
ゃ
ら
に
や

れ
る
の
は
30
代
の
時
期
」
と
振
り
返

っ
て
い
ま
し
た
。「
事
業
承
継
後
の

売
上
高
成
長
率
は
３
年
目
か
ら
同
業

種
の
平
均
を
上
回
る
」
と
い
う
中
小

企
業
白
書
の
調
査
結
果
が
あ
り
ま

す
。
事
業
承
継
は
成
長
の
機
会
で
あ

り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
雇
用
増
加
に

も
つ
な
が
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
私
共
「
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
は

後
継
者
不
在
の
相
談
も
多
い
こ

と
か
ら
、
県
内
経
営
者
の
皆
様

に｢

買
い
手｣

と
し
て
の
登
録
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
県
内
に

は
優
れ
た
技
術
や
営
業
力
を
持

ち
、
磨
け
ば
光
る
事
業
所
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

「
買
い
手
」
と
し
て
承
継
し
て
い

た
だ
き
、「
経
営
」
と
い
う
処
方

を
し
な
が
ら
、
次
世
代
に
向
け

た
成
長
の
機
会
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
雇
用
の

増
加
、
さ
ら
に
は
青
森
県
の
発

展
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
二
稿
に
亘
り
、｢
事
業
承
継｣

に

つ
い
て
の
考
え
を
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
完
）

第
一
四
一
回

経
済
雑
感

青
森
県
事
業
承
継・引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

統
括
責
任
者

　野
澤

　昇

株式会社
ヤブシタエンジニアリング

未来に繋ぐ　人をつくり、　設備をつくる
空気調和・換気・給排水・衛生・消火等

〒030-0113 青森県青森市第二問屋町3丁目3-18
tel / 017-763-5345　fax / 017-763-5346

URL / https://www.yabushita-e.co.jp

青森県事業承継・引継ぎ支援センター
統括責任者
野澤　昇 氏

組
合
員
昼
食
会
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青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
で
は
８
月
22
日
（
火
）
に
、
青

森
県
警
察
本
部
交
通
部
長
室
に
お

い
て
青
森
県
交
通
安
全
母
の
会
連

合
会
に
寄
付
金
を
贈
っ
た
。

　
青
森
県
交
通
安
全
母
の
会
連
合

会
で
は
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に

様
々
な
活
動
を
行
う
一
方
、毎
年
、

県
内
の
交
通
遺
児
に
対
す
る
支
援

も
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
、
支
部

創
立
50
周
年
を
迎
え
た
青
森
交
通

安
全
協
会
問
屋
町
支
部
で
は
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
交
通
遺
児
へ

の
寄
付
を
企
画
。
同
連
合
会
の
行

う
交
通
遺
児
支
援
に
活
用
し
て
も

ら
う
た
め
に
寄
付
を
す
る
こ
と
と

し
た
。

　
当
日
は
小
田
桐
県
警
交
通
部
長

立
会
い
の
も
と
寄
付
金
贈
呈
式
を

実
施
。
青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋

町
支
部
の
工
藤
支
部
長
が
青
森
県

交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
の
大
坂

会
長
に
寄
付
金
を
手
渡
し
た
。
大

坂
会
長
は
「
寄
付
金
贈
呈
の
団
体

に
選
ん
で
い
た
だ
き
う
れ
し
く
思

っ
て
い
る
。
大
切
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
く
」と
御
礼
の
言
葉
を
述
べ
、

感
謝
状
を
贈
っ
た
。

　
青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
で
は
50
年
に
わ
た
り
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
、
団
地
内
の
事
故
防

止
対
策
を
検
討
し
て
関
係
機
関
に

要
望
す
る
な
ど
交
通
事
故
撲
滅
に

向
け
て
活
動
を
続
け
て
き
た
。
今

後
も
組
合
と
連
携
し
て
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
実
現
を
目
指
し

て
邁
進
す
る
。

エ
ダ
、
丸
大
堀
内
グ
ル
ー
プ
、
㈱

マ
ツ
ダ
ア
ン
フ
ィ
ニ
青
森
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
。
総
菜
工

場
で
の
寿
司
づ
く
り
と
試
食
体
験

や
空
港
で
の
保
安
業
務
体
験
等
、

そ
れ
ぞ
れ
自
社
の
特
徴
を
活
か
し

て
工
夫
を
凝
ら
し
た
就
業
体
験
が

行
わ
れ
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
中
は
若
手

社
員
と
昼
食
を
取
り
な
が
ら
話
を

す
る
場
面
も
あ
り
、
学
生
に
と
っ

て
は
普
段
聞
け
な
い
会
社
の
実
情

を
知
る
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
。

　
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
「
い
ろ

い
ろ
な
企
業
を
回
れ
た
の
で
、
自

分
に
合
っ
て
い
そ
う
な
分
野
が
分

か
っ
た
」「
一
度
に
３
社
も
企
業

訪
問
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の

良
さ
が
見
え
て
勉
強
に
な
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
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組
合
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業

の
一
環
と
し
て
、
問
屋
町
交
流
ス

ト
ア
に
て
９
月
４
日
よ
り
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
商
品
の
取
り
扱
い
を
開

始
し
た
。

　
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
と
は
、

発
展
途
上
国
で
生
産
さ
れ
た
製
品

や
原
料
を
、
適
正
な
価
格
と
対
等

な
関
係
で
継
続
的
に
貿
易
す
る
と

い
う
国
際
的
な
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
商
品
。

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
を
購
入
す

る
こ
と
は
貧
困
地
域
の
労
働
者
の

生
活
向
上
や
経
済
的
な
自
立
を
支

援
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、「
貧

困
を
な
く
そ
う
」「
飢
餓
を
ゼ
ロ

に
」
等
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
達

成
に
寄
与
す
る
。

　
同
ス
ト
ア
で
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
や
コ
コ
ア
、
豆
菓
子
、
レ
ト
ル

ト
カ
レ
ー
、
お
茶
な
ど
の
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
商
品
を
取
り
揃
え
て
い

る
。
他
で
は
な
か
な
か
手
に
入
ら

な
い
珍
し
い
商
品
ば
か
り
な
の

で
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

　
青
森
県
内
５
卸
団
地
で
組
織
さ

れ
る
青
森
県
流
通
団
地
連
絡
協
議

会
で
は
、
８
月
29
日
（
火
）
に
ホ

テ
ル
青
森
で
第
２
回
団
地
組
合
職

員
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
同
研
修
会
に
は
県
内
各
地
の
卸

団
地
職
員
に
加
え
、
組
合
指
導
機

関
で
あ
る
青
森
県
商
工
労
働
部
、

青
森
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
か

ら
計
17
名
が
出
席
し
た
。

　
研
修
会
の
講
師
は
県
商
工
労
働

部
地
域
産
業
課
の
中
館
副
参
事
が

務
め
、Ｇ
Ｘ
推
進
に
よ
る
企
業
価

値
・
企
業
競
争
力
向
上
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　
Ｇ
Ｘ
と
は
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
略
。
化
石

燃
料
中
心
か
ら
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
中
心
に
移
行
し
、
経
済
社
会

シ
ス
テ
ム
全
体
の
変
革
を
目
指
し

て
お
り
、
実
現
に
向
け
国
全
体
で

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
県
で
も
独
自
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
①
Ｇ
Ｘ
推
進
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
②
Ｇ
Ｘ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派

遣
や
設
備
導
入
の
た
め
の
補
助
金

③
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
関
連
産
業

参
入
支
援
等
を
設
け
、
県
内
中
小

企
業
の
Ｇ
Ｘ
推
進
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
。

　
研
修
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
情

報
交
換
を
行
う
な
ど
親
睦
を
深
め

た
。

員
企
業
は
２
日
目
か
ら
４
日
目
の

間
で
１
日
だ
け
学
生
を
受
け
入
れ

て
就
業
体
験
を
実
施
。
組
合
事
務

局
が
１
日
目
と
５
日
目
を
担
当

し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
向
か

う
心
構
え
や
目
標
設
定
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
を
学
ぶ「
事
前
研
修
会
」

と
成
果
の
振
り
返
り
を
す
る
「
事

後
研
修
会
」
を
行
う
ト
ー
タ
ル
５

日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
学
生
は
多

く
の
企
業
を
一
度
に
体
験
で
き
、

企
業
側
は
受
入
負
担
が
軽
減
さ

れ
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
た
の
は
青
森
中
央
学
院
大

学
の
２
、
３
年
生
の
学
生
４
名
。

学
生
は
毎
日
二
手
に
分
か
れ
て
、

青
森
綜
合
警
備
保
障
㈱
、
生
活
協

同
組
合
コ
ー
プ
あ
お
も
り
、
㈱
マ

問
題
と
な
っ
て
お
り
、
組
合
で
は

学
生
に
地
元
企
業
を
よ
り
知
っ
て

も
ら
う
場
を
創
出
す
る
た
め
同
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
企
画
。
今
年

で
２
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
同
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、

様
々
な
業
種
が
集
積
す
る
問
屋
町

の
特
性
を
活
か
し
た
多
業
種
連
携

型
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
。
組
合

　
組
合
で
は
、
８
月
21
日
（
月
）

か
ら
25
日（
金
）ま
で
の
５
日
間
、

組
合
員
企
業
５
社
と
連
携
し
て

「
問
屋
町
版
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

を
開
催
し
た
。

　
近
年
、
多
く
の
組
合
員
企
業
で

人
材
確
保
難
が
続
き
、
そ
の
対
策

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。一
方
で
、

若
者
の
県
外
流
出
も
大
き
な
社
会

組合員企業で様々な就業体験

　
２
年
目
と
な
る
問
屋
町
版

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し

ま
し
た
。
当
事
業
は
多
業

種
連
携
型
と
い
う
ち
ょっ
と

変
わ
っ
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
す
。
組
合
が
大
学
、
大

学
生
、
組
合
員
を
つ
な
げ
る
ハ
ブ
に

な
る
こ
と
で
新
し
い
価
値
を
創
出

す
る
、
ま
さ
に
三
方
よ
し
の
取
り

組
み
。
来
年
度
も
内
容
を
拡
充
し

て
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
▼
さ

て
、
今
年
の
夏
は
本
当
に
暑
か
っ
た

で
す
ね
。
毎
日
毎
日
、
日
中
は
外

出
で
き
な
い
ほ
ど
暑
く
、
夜
も
エ
ア

コ
ン
な
し
で
は
寝
ら
れ
な
い
く
ら
い

暑
い
日
が
続
き
、
北
国
で
は
な
い
み

た
い
で
し
た
。
唯
一良
か
っ
た
の
は
ラ

ン
ニ
ン
グ
す
る
と
異
常
な
ほ
ど
汗
が

出
る
の
で
、
いつ
も
よ
り
体
重
が
落

ち
た
こ
と
で
し
ょ
う
か（
笑
）▼
暑
さ

を
数
字
で
見
て
み
る
と
、
全
国
的

に
は
６
〜
８
月
の
夏
の
平
均
気
温
が

平
年
値
を
１
・
76
度
も
上
回
って
い

て
、
統
計
開
始
か
ら
１
２
５
年
で

最
高
値
。
青
森
県
で
は
弘
前
市
で

県
内
観
測
史
上
最
高
気
温
の
39
・

３
度
を
記
録
。
青
森
市
で
は
、
８

月
の
１
ヵ
月
間
で
真
夏
日
（
最
高

気
温
30
度
以
上
）
が
19
日
、
猛
暑

日
（
35
度
以
上
）
が
７
日
！
今
ま

で
だ
と
30
度
を
超
え
る
日
も
稀
で
、

ね
ぶ
た
祭
が
終
わ
っ
た
ら
秋
風
が
吹

い
て
い
た
は
ず
な
の
に
▼
異
常
な
暑

さ
は
農
作
物
に
も
影
響
し
て
い
て
、

９
月
収
穫
の
り
ん
ご
が
日
焼
け
で

生
食
用
に
販
売
で
き
な
く
な
って
い

た
り
、
秋
冬
に
向
け
て
植
え
た
野

菜
の
苗
が
高
温
で
枯
死
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
海
水
温
度
が
高
い
こ
と

に
よ
る
ホ
タ
テ
の
生
育
状
況
への
影

響
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
。
農
業
や

漁
業
に
こ
れ
以
上
、
被
害
が
拡
大

し
な
い
こ
と
を
祈
る
と
と
も
に
、
来

年
の
夏
は
普
通
の
暑
さ
に
戻
って
ほ

し
い
と
切
に
願
い
ま
す
。（
小
田
切
）

フェアトレード商品

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品

取
り
扱
い
ス
タ
ー
ト

青森県交通安全母の会連合会へ寄付

事後研修会で学生が振り返り発表

交
通
遺
児
へ
寄
付
金
贈
呈

青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支
部
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問
屋
町
版
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

５
日
間
に
渡
り
大
学
生
が
就
業
体
験

　
今
回
の
団
地
企
業
訪
問
は
、

グ
ッ
ド
フ
ー
ズ
㈲
の
遠
藤
社
長

に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
同
社
は
大
学
の
学
生
食
堂
や

企
業
の
社
員
食
堂
な
ど
を
請
負

す
る
会
社
と
し
て
、
平
成
17
年

に
設
立
。
現
在
は
青
森
市
内
の

幼
稚
園
や
老
健
施
設
の
給
食
、

県
立
高
校
の
学
生
食
堂
な
ど
を

幅
広
く
請
け
負
っ
て
い
る
。

　「
当
社
は
、
昨
年
９
月
に
第
二

問
屋
町
で
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ

ン
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
主
に
市
内
幼
稚
園
の

給
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。
今
年

中
に
は
同
じ
施
設
で
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
専
門
の
お
店
を
オ
ー
プ
ン

す
る
予
定
で
す
。
現
在
使
用
し

て
い
る
厨
房
の
他
に
も
う
一
つ

厨
房
を
作
り
、
焼
き
そ
ば
な
ど
を

販
売
す
る
鉄
板
焼
き
屋
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
厨
房
を
二
つ
作
る
こ

と
で
、
コ
ン
ロ
が
動
か
な
く
な
っ

た
時
な
ど
不
測
の
事
態
に
も
対
処

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
私
の

一
番
の
仕
事
は
従
業
員
を
守
る
こ

と
で
す
。
今
後

ど
う
す
れ
ば
人

の
た
め
に
な
る

ん
だ
ろ
う
、
お

も
し
ろ
い
こ
と

が
起
こ
る
ん
だ

ろ
う
と
常
に
考

え
な
が
ら
仕
事

を
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
「
飲
食

に
関
し
て
何
で
も
で
き
る
こ
と
で

す
。
現
在
ラ
ー
メ
ン
屋
も
経
営
し

て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を

積
み
、
試
行
錯
誤
し
て
き
た
結
果
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
応
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
違
っ
た
飲

食
業
を
始
め
た
と
し
て
も
通
用
す

る
自
信
が
あ
り
ま
す
」
と
力
強
く

話
す
。

　
問
屋
町
に
つ
い
て
聞
く
と
「
問

屋
町
を
作
っ
た
目
的
に
つ
い
て
ず

っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
説
明
を
聞

い
て
、
問
屋
町

で
行
っ
て
い
る

事
業
の
全
て
を

形
に
し
て
い
く

ん
だ
と
い
う
強

い
思
い
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し

た
。
私
も
ま
だ
ま
だ
頑
張
ろ
う
と

思
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
話
が
及
ぶ
と

「
バ
イ
ク
が
好
き
で
昔
か
ら
よ
く
乗

っ
て
い
ま
す
。
乗
り
心
地
は
乗
っ

て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
の
で
、

カ
ワ
サ
キ
の
モ
ト
ク
ロ
ス
バ
イ
ク

や
ハ
ー
レ
ー
、
イ
ギ
リ
ス
の
ト

ラ
イ
ア
ン
フ
と
い
う
バ
イ
ク
も

乗
っ
て
き
ま
し
た
。
自
分
の
好

き
な
仕
様
に
し
て
、
白
神
山
地

に
あ
る
42
キ
ロ
の
オ
フ
ロ
ー
ド

コ
ー
ス
を
走
る
時
は
最
高
に
気

持
ち
い
い
で
す
ね
」
と
笑
う
。

　
座
右
の
銘
は
「
百
聞
は
一
見

に
如
か
ず
、
百
見
は
一
行
に
如

か
ず
で
す
。
百
聞
く
よ
り
も
一

度
実
際
に
自
分
で
見
る
ほ
う
が

確
か
で
、
百
見
る
よ
り
も
一
つ

行
動
を
起
こ
し
た
ほ
う
が
答
え

は
出
る
と
い
う
意
味
で
す
。
考

え
す
ぎ
る
と
何
も
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
ま
で
失

敗
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
失
敗

を
恐
れ
ず
行
動
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

（
57
歳
）

グッドフーズ㈲
代表取締役

遠藤　一史 氏

団
地
企
業
訪
問
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問
屋
町
交
流
ス
ト
ア

青
森
県
の
Ｇ
Ｘ
推
進
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ぶ

青
森
県
流
通
団
地
連
絡
協
議
会


